




















subroutine flux(f， temflu，mibody， time) 
implicit real女8(a-h，o・z)
dimension mibody(l)， temflu(l) 
c************台**含** *合合** * *安
c user subroutユneあrnon-uniform flux input. 
c 
c f flux value 
c temflu(l) estimated temperature 
c temflu(2) previous volumetric flux 
c temflu(3) temperature at beginning 
of increment 
c temflu(4，5，6) integration point coordinates 
c mibody(l) element number 
c mibody(2) flux type 
c mib ody (3) integration point number 





























































































































































通常の鋳物は溶湯を鋳型に鋳込むことにより製 丘出丘FGlay.r.- SK3 























































































下に示す usersubroutine impd. fを用いて行った。
<impd. f> 
subroutine impd(n，dd， td，xord， f， v，a， ndeg，ncrd) 
implici t real本8(a-h，o-z) 
dimension dd(1)， td(1)，xord(1)， f(1)， v(1)，a(1) 
write(85， 600) dd(1) 
write(85， 610) n 
return 令 15尚 一25阻
l圃 .1
一争l • Ts c聞は位由K) 1 5 1 1...1 
100 


















$. . . . MARC input file prαluced by Mentat 3. 3. Or2 
sizing 1000000 252 326 326 
elements 40 
initial temp 
→ (ii) .85. 
initial temp 





$. . . . end of loadcase lcasel 
7蹴!I同問|同01就|… | … !I同19蹴|
図10FSD一ccプロセスにおける溶渇充繍跨の縦断面温度分布の解析結果












Fig. 10に2000CIこ予熱したアルミニウム円筒試料の内部に 6mrn/sの充填速度で Al-4%Cu合金溶湯
を注湯したときの解析結果の一例を示した。この条件では界面温度の最大値は円筒試料のアルミニ
ウムの融点には達していない。 Fig.8の装置を使った実験においても界面溶着はみられなかった。
円筒試料の肉厚が5mrnの場合には、溶湯温度を高くし、空気スプレー冷却を併用しでも表面だけで
はなく界面温度も低下するため、円筒試料の内外面の温度差は高々数 lOOCであった。これより円筒
試料の溶断を起こさせず、界面近傍のみを溶着させるためには、厚肉化など、肉厚方向の温度勾配
を大きくする工夫が必要であり、その場合にも高精度の温度制御が要求されることが示唆された。
まとめ
現在、組織物性学研究室で‘行っている研究の中で、有限要素解析プログラム MARCを熱、応力
問題に適用した 3つの例を紹介したが、それ以外に、凝固時に体積膨張を起こす球状黒鉛鋳鉄にお
ける引け巣 (凝固収縮孔)の予測法の検討、金属材料がデンドライト形状 (雪や氷の結晶で良く知
られている樹枝状の結晶形態)で凝固するときの固相率とミクロ偏析 (溶質元素の不均一分布)を
評価・予測するための 3次元モデルを使った濃度分布の解析などにも MARCを活用している。
MARCを活用するに当たっては色々な問題点に突き当たるが、できれば学内にプログラム相談の
窓口ができることが望まれる。
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